
                                           

 

      
第 40 回 三ヶ日東小学校運営協議会 

2026.6.13 13:00～15:30  
 

浜松市立三ヶ日東小学校 会議室 

                                   進行:学校支援ＣＤ（ 鈴木 ） 

 

１ キラキラダンスコンテスト 参観・審査  

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議長選出 

 

４ 前回議事録の確認 

 

５ 熟議                         議長：（ 長坂 ） 

 (1) キラキラダンスコンテストについて（教務） 

 

 

 

(2) 学校サポーター・学習支援について（学校支援ＣＤ） 

 

 

 

 

 (3)その他 

   ・「一緒につくろう！CS！」第 21 号 

 

 

６ その他 

 (1)次回議長の選出 

 

 (2)今後の予定   

・第３回（第 41 回）１０月１４日（水）13:30～16:30 

（授業参観・熟議後、職員との話し合い） 

・第４回（第 42 回） ２月１７日（水）13:30～15:00 



 

令和８年度 第３９回 三ヶ日東小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時    令和８年４月２２日（水）１５時００分～１６時００分 

２ 開催場所    三ヶ日東小学校 大会議室 

３ 出席委員    石原 正仁、大井 宏文、久米 覚、森田 加央理、若松 一也、 

         染葉 直美、鈴木 康二 

４ 欠席委員    長坂 恭輔 

５ 学   校   中村 圭介（校長）、平田 香織（教頭）、髙畠 博（教務主任） 

          山田 雅美（CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

６ 傍  聴  者   なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山田 雅美 

８ 会長の選出及び副会長の指名 

  司会（染葉委員）から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木委員

から石原委員を会長に推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。ま

た、その後、会長に選任された石原委員から、大井委員を副会長に指名する旨の報

告があった。 

 

９ 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、大井委員が、本日の議

長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

 

10 第３８回会議録、令和７年度協議会自己評価の確認 

  司会の指示により、教頭から、別紙資料に基づき前回会議録、令和７年度協議会

自己評価について説明があり、本年度目標について意見を求めたところ、全員異議

なくこれを承認した。 

 

11 協議事項  

（１）学校経営方針、いじめ防止基本方針等及び職員紹介について 

（２）運営協議会の目的及び年間計画、組織等について 

（３）学校サポーターについて 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見について 

 

12 会議記録  

司会から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。（久米委員が１５時２０分から参加し、７人参加） 
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（１）学校経営方針、いじめ防止基方針等及び職員紹介について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針いじめ防止

基本方針についての説明と職員紹介があり、特段の意見はなく、協議の結果全員

異議なくこれを承認した。 

 

（２）運営協議会の目的及び年間計画、組織等について 

  議長の指示により、会長から、別紙資料に基づき、運営協議会の目的及び年間計

画、組織等について説明があり、特段の意見は無く、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３）学校サポーターについて 

議長の指示により、染葉委員から、別紙資料に基づき、学校サポーターについ 

て説明があり、特段の意見はなかった。 

 クラブ活動について、教務から説明があり、委員からは以下の発言があった。 

◇一覧表に記載されている全てを行うのではなく、アンケートを取り絞っていく

のか。（鈴木委員） 

  ↳全て行うのではなく、地域の方の協力が得られれば継続していきたい。 

（教務） 

  ◇昨年度、将棋と言う意見があったが、人材が見つからず、協力して頂ける方が

いれば、紹介してほしい。（染葉委員） 

  ◇サポーター募集の便りは、一覧表も付けてあるのか？（鈴木委員） 

    ↳一覧表も一緒に自治会長に依頼し、地域回覧している。（教頭） 

  ◇コミスク便りにも、ＱＲコードを添付する。（鈴木委員） 

  ◇随時募集でいいか。（鈴木委員） 

    ↳必要な授業に間に合う様に募集したい。（染葉委員） 

 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき、夢育やらまいか事業につい 

て説明があり、特段の意見は無く、全員異議なくこれを承認した。 

 

■その他連絡事項等 

 ○司会より次回議長の選出について、議長を長坂委員、司会を鈴木委員に推挙す 

る旨の報告があった。 

 ○司会より年間予定について説明があった。 

第４０回：令和８年 ６月１３日（土）１３時００分～１５時３０分 

     （キラキラダンスコンテスト審査、熟議） 

第４１回：令和８年１０月１４日（水）１３時３０分～１６時３０分 

     （授業参観、熟議後、職員との話し合い） 

第４２回：令和９年 ２月１７日（水）１３時３０分～１５時００分 
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キラキラダンスコンテスト実施計画（案） 
 
１ 目 的 

（１）縦割り班での活動を通して、高学年のリーダー性を養い、学年間の団結力を高める。 

（２）４つの育てたい力として、以下のような姿の育成を図る。 

つなげる力・つながる力 

他学年のひととの協力する姿 

みつめる・みつける力 

自分たちでダンスを考える姿 

かいけつする力 

ダンスを完成せて最後まで頑張る姿 

ビジョンをえがく力 

仲間同士で意見を伝え合い、練習をする姿 

 

２ 日 時  

令和８年６月１３日（土）８時 30 分～14 時 40 分（12 時 00 分～12 時 50 分は昼食） 

 

３ 内 容 

８:30 

 

 

 

 

9:10 

12:00 

12:50 

オープニングセレモニー 

（１）オープニングダンス 

（２）副実行委員長のお話 

（３）大会説明・審査員紹介 

（４）曲の選択（各班代表） 

ダンス創作＆練習 

昼食（それぞれの教室で） 

体育館移動 

13:00 

14:10 

 

 

 

 

15:00 

15:10 

ダンス大会 

クロージングセレモニー 

（１）６年生ダンス披露 

（２）結果発表（教務） 

（３）表彰（校長・ＰＴＡ会長） 

（４）感想発表・実行委員長のお話 

下校 

スクールバス出発 

 

４ 会 場 

赤組 白組 

班 教室（担当） 班 教室（担当） 

１・２班 １年１組（土屋） １・２班 ２年１組（齊木） 

３・４班 ６年１組（小野） ３・４班 ４年１組（加藤） 

５・６班 ３年１組（吉見） ５・６班 ５年１組（野中） 

※オープニング(クロージング)セレモニー、体育館練習、ダンス大会、体育館。 

 

５ 審査基準 

（１）みんなが笑顔 （２）大きな動作と変化 （３）隊形の工夫 

（４）リズムに乗る （５）動きが揃う  

保護者と下校可 
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６ 役割分担 

（１）教師 

①全体企画 教務、吉見 ⑤ダンス指導（撮影） 各担当 

②選曲 教務、吉見、小野、野中 ⑥６年生ダンス指導 吉見、小野 

③結果集計 教務、金子（石田） ⑦２組見守り 金子 

④表彰準備 教務、金子（石田） ⑧体育館練習運営 教務 

 

（２）審査員 

校長、教頭、担任、養護教諭、ＰＴＡ３役、学校運営協議会委員 

※評価を平等にするために、担当の縦割り班の採点はしません。 

 

（３）児童 

役割 学年（委員会） 役割 学年（委員会） 

①セレモニー運営 企画委員会 ④体育館飾り（輪・花） ４年生 

②通路掲示 ２年生 ⑤題字掲示 ５年生 

③選曲くじ作成 ３年生 ⑥ダンス作成・練習進行 ６年生 

 

 

 

７ 今後の予定 

日付 内容 担当 

５月 ７日（木） 学級へ希望曲の募集案内 ５月８日（金）代表委員会 

５月１５日（金） 学級でのダンス希望曲集約 担任→吉見 

５月２５日（月） ダンス曲発表 教務・吉見 

 

 

 

～本番前日 

①体育科でダンス基礎指導 齊木、吉見、野中 

②６年ダンス作成・練習 小野、吉見 

③曲決定後、選曲のくじ作成 ３年生 

④ダンス曲放送開始 放送委員会 

通路掲示 ２年生 

体育館飾り ４年生 

題字体育館掲示 ５年生 
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月 総合的な学習 生活科・社会科 家庭科 算数科 体育・クラブ 図工・国語

4

5

３年みかん学習（花観
察）

３年社会科　和田牧
場見学

6

６年城址見学（野地城、
佐久城）

１年生活科　大崎幼
稚園との交流会
２年生活科　図書館
訪問

5年　小物作り １・２年　水泳
学習（三ヶ日西
小）
クラブ活動計
画

7

６年カヤック体験（トリト
ン）

１・２年　B&G
水泳学習（三ヶ
日西小）

9

３年みかん学習（摘果） ３年社会科　スー
パーマーケットの見
学

5年　ミシン縫
い

第１回クラブ活
動

３年図工　トン
トンどんどんく
ぎうって

10

６年長坂養蜂場見学 ５・６年　ミシン
縫い

第２回クラブ活
動

11

３年みかん学習（収穫） 2年生活科　町探検
１年生活科　大崎神
社秋探し
２年生活科　大崎探
検

４年算数　そろ
ばん

席書コンクー
ル書写指導（３
～6年　藤原和
代さん）

12

４年算数　そろ
ばん

完走大会 書き初め指導
（３～６年　藤
原和代さん）

1 　

2

３年算数　そろ
ばん

3

３年算数　そろ
ばん

通年

59

外国語活動（３・４年）外国語（５・６年）学習支援・・・（川﨑美砂子さん）
算数科（５年）学習支援…（竹下豊子さん）

令和８年度　　サポーター活動（学習支援）
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月 読み聞かせ 図書室整備 生け花 学校運営協議会

4 生け花 協議会（22日）

5
活動計画ミーティング（14
日）

廃棄・本の修繕 生け花

6 読み聞かせ➀② 廃棄・修理整頓 生け花 協議会（13日）

7 読み聞かせ③ 廃棄・本の修繕

9 読み聞かせ④⑤ 廃棄・本の修繕 生け花

10 読み聞かせ⑥ 廃棄・本の修繕 生け花 協議会（14日）

11 廃棄・本の修繕
生け花

12 廃棄・本の修繕 生け花

1 読み聞かせ➆ 廃棄・本の修繕 生け花

2
読み聞かせ⑧
来年度計画

廃棄・本の修繕 生け花 協議会（17日）

3 生け花

代表 黒栁由美子 粂田　美実 中川　生美 石原　正仁

担当 図書館担当 図書館担当 教　頭 教　頭

通年 登校見守り（黒柳　勝、大野恵美子、石田紹二）

令和８年度　サポーター活動（学校生活支援）

60
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○  令和８年度の「学校運営協議会」のスタートにあたって  

  １年がスタートするこの時期、学校運営協議会では学校から協議会委員に向け、令和８年度

の学校経営方針が、グランド・デザインを元に説明されます。 

その際、令和７年度末に各協議会で熟議した学校関係者評価における課題分析や考察された

改善策が令和８年度の学校経営方針に反映されることで、より有意義なものを築くことができ

ます。 

改善策を具現化するために、本年度開催される学校運営協議会の熟議のテーマを決めていき

ましょう。 

  熟議テーマの例 

・○○地域の特色を生かした「社会に開かれた教育課程」の実践を充実させよう 

・教員の「働き方改革」対策について、コミュニティ・スクールでできること 

・すべての子どもに安心できる居場所を！～困り感に寄り添った不登校対策～ 

・子どもたちの探究活動の充実を目指して～協議会委員と教員との交流をとおして～ 

・学校教育目標、基本方針を受けた学校の教育環境について 

   一回の学校運営協議会で行われる熟議で完結できなかったり、協議会委員が課題を持ち帰

り、調査・はたらきかけが必要な課題もあったりすることなどに留意しながら協議会の実施回

数の計画にも反映させたいものです。各学校におかれましては、 

・グループ別の話し合い  

・KJ 法を用いた話し合い 

・学校・地域・家庭の役割に視点をあてた話し合い 

・教職員や児童・生徒を交えた話し合い 

・アンケート結果などの情報を活用した話し合い 

・小ホワイトボードを活用した話し合い 

など熟議が充実する工夫をお願いします。 

○  学校運営協議会の活動で「持続可能な学校づくり」 

年度のはじめに「学校運営協議会」の制度について、今一度正しい理解をしましょう。 

学校運営協議会とは、学校運営や学校運営に必要な支援について協議する場です。 

地域との連携・協働の活動を増やしていくための組織ではありません。 

また、学校の方針や取組の説明を一方的に話す場でもありません。 

学校教育目標や目指す子どもの姿を実現するための計画・実践・検証・改善を協議すること

が役割です。 

また学校から出された提案内容を承認するということは、委員一人一人が当事者として一緒

に取り組むという意味が含まれています。時には一緒に課題解決していくことも大切です。 

コミュニティ・スクール通信              

第 21 号 

＼やらまいか！／地域とともにある学校づくり         令和８年５月７日 

浜松市教育委員会 学校・地域連携課 地域連携グループ 
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地域学校協働活動が単に、地域と学校が一緒に活動することではなく、学校教育目標や目指

す子どもの姿を実現する、学校や地域が抱えている課題を解決するための活動になっているか

点検したいものです。 

ポイント 

  １ 学校教育目標を視点にした課題を熟議する。 

  ２ コミュニティ・スクールの制度を正しく理解する。 

  ３ 地域学校協働活動の目標を明確にして協働活動する。 

○  学校における働き方改革の一層の推進 

学校運営協議会の承認を得ることになっている学校運営に関する「基本的な方針」に、本年度

より教職員の業務量管理、健康確保措置の実施に関する内容を含めることになっています。 

令和８年３月に策定された、浜松市教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画～あ

かるく・いきいき・みりょくある学校創造プラン～では、 

  以下に示す「計画の目的」「指標・目標」をもとに教職員の働きがいと働きやすさを感じる学 

校づくりについて示されています。 

 

◎計画の目的                     

 「価値ある学校」の創造               

 ↑ 教育の質の向上 ↑            

教職員一人一人のライフ・ワーク・バランスの充実  

教職員が心身ともに健康的に教育活動に従事   

 

 

 

                                       

 

○ 学校運営協議会にかかわってくださったすべての方へ感謝の気持ちを 

日本では、感謝の気持ちを伝える際に「お陰様で」という言葉を冒頭に添えて伝える習慣が

あります。学校運営協議会の委員さんや学校支援コーディネーターさんだけでなく、学校の授

業等の講師や支援にかかわっていただいたり、地域等の活動で子どもたちに参加を促したり、

時には温かい声掛けをしてくださる方もいます。「人づくりは、街づくり」「街づくりは人づく

り」と、多くの学校運営協議会からこんな声が聞こえてきます。こうした思いが子どもを取り

巻く環境をよりよいものにしていくのだと思います。 

教育委員会からすべての「お陰様」へ心から感謝申し上げます。 

 

学校運営協議会の運営で分からないことやご相談は、 

   浜松市教育委員会 学校・地域連携課までご連絡ください。 

      電 話 053-457-2423 

        FAX    050-3730-8496 

      E-mail renkei@city.hamamatsu-szo.ed.jp   

◎指標・目標 

・年次休暇年間取得日数 15 日 

・時間外月 45 時間超教員０人 

・時間外年 360 時間超教員０人 

・総合健康リスク 80 未満 

・高ストレス者の割合５％未満 
・ワークエンゲージメントの指数５Pt 以上* 
*３つの設問に対しそれぞれ７段階（毎日感じる：６Pｔ

～全くない：０Ｐｔ）で回答。5.0Ｐｔは各設問に対し

「１週間に数回感じる」状態 
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夢を持ち 都筑の丘に輝く子 
 

令和８年６月 13 日  

学校運営協議会委員 各位              

 

 学校運営協議会長    石原 正仁 

 

令和８年度 第４１回 三ケ日東小学校運営協議会 開催について 
 

このことについて、下記のとおり開催します。つきましては、関係各位には御出席をいた

だきたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時  令和８年１０月１４日(水) １３：３０～１６：３０ 

 

２ 会 場  浜松市立三ヶ日東小学校  各教室・会議室        

 

３ 内 容  (１)授業参観         （１３：３０～１３：５０） 

        (２)会長挨拶           

        (３)熟議               

          ①児童の様子に関すること（教務、教頭） 

②学校サポーター・学習支援に関すること（学校支援ＣＤ） 

         ③学校評価アンケート項目について（教務） 

         ④令和 8年度 学校運営協議会の自己評価について（教頭） 

       (４)職員との話合い 

 

４ その他   

              ○ 御欠席の場合は、６月１２日（金）までに教頭平田に御連絡ください。 

○ 今回は、子どもたちや教職員の様子を見ていただくため、最初の 20 分を

授業参観の時間とします。いらした方から、各自それぞれの教室を参観し

てください。授業場所、授業内容につきましては、当日、玄関にて配布さ

せていただきます。 

○ １４：００から会議室にて、熟議、職員との話合いを行います。 

○ その他、本件に関して御不明な点は、以下担当へ御連絡ください。 

              

 
担当（連絡先） 

CS 担当     髙畠 博 
 CS ディレクター 山田 雅美 
 ＴＥＬ  ５２６－７０３４ 
mikkabihigashi-@city.hamamatsu-szo.ed.jp 
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